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【 全国大会 in 愛知 を終えて 】
昨年は、日本鍼灸師会全国大会ｉｎ愛知で明け暮れた年でした。
おかげ様をもちまして、６２８名と当初予測の２倍近い参加者
になりました。
参加された先生方からは「ヒトを診るというテーマに興味が引
かれた」とか、「講師の先生方が素晴らしく格式の高い学術大会
のようだった」と、たくさんのお褒めの言葉をいただきました。
これらの言葉は、１年間苦労して準備をしてきた甲斐があった、
という達成感と満足感を感じさせてくれました。
これも、ひとえに愛鍼会会員の皆様、実行委員の皆様、東海北
陸ブロックの皆様、日本鍼灸師会学術委員の皆様、数え上げた
らきりがないほど多くの皆様のご協力があり、達成できたこと
と深く感謝いたしております。ほんとうにありがとうございま
した。

【 明日の鍼灸について 】
鍼灸の将来を考える時、私たち鍼灸師は今後どうあるべきか・・・
非常に考えさせられる問題です。何年か前に、厚生労働省の諮
問委員会が出した提言は「これからの鍼灸師は、より高度な技
術と専門的な知識を持った鍼灸師が望まれる」というものでし
た。果たして、今の鍼灸師はこの提言に応えられているのでしょ
うか？
真に患者さんに信頼され、医療関係者からも信頼されている鍼
灸師はどれほどいるのでしょうか？
今、社会が望んでいる鍼灸師とは、この「より高度な技術と専
門的な知識を持った鍼灸師」ではないでしょうか？
私たち鍼灸師は、今後、社会が望む「高度な技術と専門的な知
識を持った鍼灸師」にならなければなりません。そのためには、
学会や研修会、様々な勉強会に参加して自分を磨く事です。そ
うすれば、必ず患者さんの信頼も、医療関係者からの信頼も得
られることでしょう。そして、鍼灸が医療として、鍼灸師が医
療人として、認められる事でしょう。

会長　長谷川  栄一
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第１７回　公益社団法人日本鍼灸師会　全国大会 in 愛知　　  「ヒトを診る－東洋医学の全体観－」　
１２月３日（土）

▲開会式のあいさつを述べる大会会頭の要信義先生

▲大会会長の長谷川栄一先生

大村秀章愛知県知事はじめ▶
来賓の皆様から祝辞をいただきました

▲大会会場となった
ウインクあいち

「ケースレポートが医学を切り開く」このような先人の言葉があるよ
うに、症例報告は研究のきっかけを作ることにつながります。研究や
論文は臨床鍼灸師にとって縁遠いものではなく、疾患の発見や新たな
手技の発表の場でもあると説かれました。新たな知見は、さらに次の
研究とつながり最終的な結果は診療手段として認められ患者のため
になるとも。臨床家の背中を押すような講義は大学教授ならではと感
じました。

◆講演 1
〈日々の臨床を評価しよう！
臨床研究の初めの一歩〉

福島県立医科大学 漢方外科・鍼灸部教授
鈴木雅雄 先生

西洋医学の基本的身体診察法を、名古屋大学医学部附属病院
総合診療科 ( 名大総診 ) の研修で用いられるビデオを基に
ご説明をいただきました。正確な身体診察で８割は適切な診
断が下せるとのこと、鍼灸師も知り生かすことができれば臨
床に役立つものと思います。なお、このビデオは名大総診の
ＨＰで無料閲覧できます。

◆講演３
〈身体観察・鑑別診断〉

名古屋大学 医学部 附属病院
総合診療科 客員研究員
松久貴晴 先生

日本を代表するディスポ鍼を生産販売するセイリン（株）ではいかに
鍼を管理、生産しているか、また折れる状況を事例と電子顕微鏡写真
からご説明をいただきました。捻鍼や体動、電気治療でも「鍼は折れ
る」を前提に施術をすることを心がけねばなりません。

◆ランチョンセミナー　
折鍼から学ぶ鍼施術の安全性
〈鍼治療における折鍼の事例〉

セイリン株式会社
代表取締役社長　稲葉巧 様

臨床心理士は患者の心理を理解するうえで「神経症水準」「境界例水
準」「精神病水準」の３つの病態水準を頭に置いているとのこと。それ
ぞれの特徴やその背景の心の動き、成育歴や家族歴のエピソードを具
体的な事例を参考にしてご講演をいただきました。このような視点を
頭の片隅において臨床で話を聞くことも、解決の糸口になるかもしれ
ません。

◆講演２
〈「病態水準」に基づく患者の心の理解
―何が起こっているか、いかに関わるかー〉

藤田医科大学 医学部 臨床心理士
藤江里衣子 先生

ＴＳＴ（Takahiro Style Technique）と称する
「てい鍼術」を、自ら考案した「てい鍼さざな
み」を用い講演していただきました。東洋医

学の造詣が深く、独自の解釈と哲学をわかりやすく論じ、また波紋術
や五月雨術、霰（あられ）術と名付けられた、さまざまな「てい鍼」の施
鍼テクニックを惜しみなく披露されました。

◆実技
〈てい鍼術 ～ＴＳＴとは～〉

呉竹学園
臨床教育研究センター
マネージャー
船水隆広 先生

てい鍼さざなみ▲
( 船水先生より写真提供 )

◆開会式

名古屋大学医学部附属病院
総合診療科ＨＰ
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第１７回　公益社団法人日本鍼灸師会　全国大会 in 愛知　　  「ヒトを診る－東洋医学の全体観－」　

鈴木先生には講演１に引き続きご登壇いただきました。大学病院にお
いて鍼灸師とは何者か？医師と鍼灸師との関係性を深め連携を進め
るにはどうしたらよいかについて、実際に大学病院で働く立場で語っ
ていただきました。コミュニケーションがいかに大切であるか、顔が
見え話ができるようになるまでの段階を４つのステップでご説明を
いただきました。

〈医療機関の鍼灸師が感じていること〉

福島県立医科大学 漢方外科・鍼灸部教授
鈴木雅雄 先生

鍼灸院だけでなくデイサービスや訪問看護にも携わっておられ、まさ
に現場鍼灸師の立ち位置でのご講演でした。病院で行われるサービス
担当者会議について事例を用いて語られ、医療サービスにおいて患者
に対し鍼灸師は何が出来るのか？その積極的なアピールが重要とし
ました。病鍼連携においては「鍼灸施術の見える化」「医療での共通言
語が使える」が必要と唱えられました。

〈地域医療連携における
サービス担当者会議の実際〉

（公社）日本鍼灸師会 副会長
中村 聡 先生

鍼灸師とはコリを取り病を癒す仕事と言い切り、「鍼灸刺激により
起こる身体反応の定量化」についてＣＯＲＩ-ＭＡＰ（Conjugated 
Regional Inhomogeneity - map：未病を測る古くて新しいパラメ
ータ）として、その検出と検証を研究しておられます。鍼灸刺激が
治療的刺激になり医学的知見として集積することは、病院や医師
との連携を図るためには必要とのこと。病鍼連携を研究者の立場
から述べていただきました。

〈鍼灸院と病院における
情報共有の将来の展望〉

慶應義塾大学 准教授
鳥海春樹 先生

〈シンポジウム〉
会場聴講者からの質問に回答する形で開催。東洋医学の西洋科学
的な捉え方についての質問には、いまだ研究段階であるとし、様々
な考えがあると示しました。学生らの卒後問題については聴講者
から提案などもあり、盛んなディスカッションがなされました。

◆講演４
〈医療面接の意義と、医学教育における医療面接教育の現状〉

名古屋大学大学院 医学系研究科
地域医療教育学 寄附講座 特任助教
髙橋徳幸 先生

医療面接について語るというのは、非常に範囲が広く大変とのことで
したが、鍼灸師にも参考になる内容で分かりやすくご講演。私見とし
て述べられた、鍼灸と医師の医療面接の違いは興味深く「医師は医療
面接と身体接触は診断であるが、鍼灸師にとっては診断と治療は同じ
であり、施術と反応の循環プロセスと考える」が印象的でした。

◀小ホールの感染防止
のため、大ホール外に
モニターを設置

◀小ホール配信の様子

◀大ホール配信の様子

◆シンポジウム１　病鍼連携について
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ＤＳＡＭについて紹介。その活動は急性期から慢性期にかけて長期に
わたり可能と考え、平時からいつでも動けるように訓練が必要とのこ
と。行政と医療多職種との連携を、平時から取る必要があると述べら
れました。

鍼灸地域支援ネット「はりネット」の活動と使命を紹介。主に災害支
援、地域支援、研修といった３つの事業を行っています。また、災害
鍼灸マッサージ活動のデータベースを開発し、ＷＥＢサイトから現
地の状況や必要な物資、人員の確保などについて発信しているとの
ことです。

〈非常事態における鍼灸
～平時の取り組みを考える～〉

特定非営利活動法人
鍼灸地域支援ネット 理事長
日比泰広 先生

ＪＬＣＤＡＭの紹介を設立経緯から活動内容を軸にお話をいただきまし
た。有時平時の鍼灸マッサージ活動の窓口の一本化が目的であり、災害時
に活動を行う各鍼灸団体との連携、情報共有が重要とのことでした。

〈鍼灸マッサージによる災害支援窓口一本化の
社会的要請　～日本災害鍼灸マッサージ連絡
協議会（ＪＬＣＤＡＭ）の活動～〉

日本災害鍼灸マッサージ連絡協議会
（ＪＬＣＤＡＭ）世話人
小野直哉 先生

東日本大震災をきっかけにして、全国の被災地での活動を紹介さ
れました。「被災者のために」とは医療だけでなく、雑多な仕事も含
んだ活動を示すと述べられ、遅滞ない活動には鍼灸・マッサージ
の窓口を一つにする必要性を語られました。

〈ただ被災地のために〉

災害鍼灸マッサージプロジェクト代表
三輪正敬 先生

〈ＤＳＡＭ災害支援鍼灸マッサージ師
合同委員会としての対応〉

ＤＳＡＭ 災害支援鍼灸マッサージ師
合同委員会 委員長
仲嶋隆史 先生

経絡治療による診断から治療の流れを紹介。治療目標は訴える患部
ではなく病の根本解決は本治による身体のゆがみを取ることと論
じられました。

〈経絡治療の実際〉

経絡治療学会 副会長
馬場道敬 先生

〈総合診療医とはーその理念と
アプローチの仕方―〉

中津川市地域総合医療センター センター長
総合診療医
伴 信太郎 先生

４３年のキャリアを持つ伴先生に、総合診療医について概要をご講義いた
だきました。地位包括ケアでの対応、病態診断の専門家、などとともに特に
MUS（Medically Unexplained Symptoms）といわれる「診断のつかない病
態」などへの対応は鍼灸師にも当てはまることであり、総合診療医の考え
方は非常に参考になる内容でした。

〈シンポジウム〉
その後行われたシンポジウムでは「災害支援に携わりよかったこと」の質問に、広島で活動し
た鍼灸師のエピソード（三輪先生）や、医師から鍼灸師へ感謝の言葉をいただけたこと（仲嶋
先生）と答えられました。次に「これからの災害支援のためにどのように連携していけばいい
か？」との問いには、各団体同士の相互理解が大切（小野先生）、被災地で働く鍼灸師への支援
が必要（日比先生）と答えられていました。最後に「お互い顔が見える関係が大切であり、実際
に各団体がコミュニケーションをとり連携している」とまとめられました。

１２月４日（日）

〈施術所における感染対策と
　　　　　　リスクマネジメント〉

東京有明医療大学 保健医療学部
鍼灸学科講師
菅原正秋 先生

令和４年５月２４日の夜にＷＥＢ開催されたリスクマネジメント
研修会。７５３名もの参加があり、そのきっかけとなった野球選手
折鍼事故は業界にとって想像以上の衝撃だったことを物語ります。
研修会後のアンケートに４０４名が答えられ、その簡単な報告でし
たが詳細は全日本鍼灸学会にて報告予定とのことです。

〈リスクマネジメント研修会 
　　　　～アンケート集計結果～〉

（公社）日本鍼灸師会 危機管理委員会
副委員長
是元佑太 先生

◆危機管理委員会セッション・リスクマネジメント講演

◆シンポジウム２　連携で支える災害鍼灸マッサージ

感染対策と折鍼事故についてご講演をいただきました。感染対策とし
ての手指や施術時の消毒はもちろんのこと、職業感染対策として予防
接種も重要とのこと。また折鍼伏鍼を起こさないための施鍼技術と鍼
の管理、事故時の対応策は忘れてはいけないことと思います。

◆シンポジウム３　シンポジウム「ヒトを診る」
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９０歳にして、いまなお現役で臨床を続ける先生は、今が最も「切れ」がよ
い治療ができるとのこと。培ってきた経絡治療の神髄と、登録商標された
「超旋刺」術の実際の様子が分かりやすく動画で配信されました。

◆講演５
WEB講演：〈鍼灸治療が有効な疾患と
　　　　　      その治療法〉

首藤鍼灸院 院長
首藤傳明 先生

カナダに移住して３９年、当地の鍼灸事情や深谷灸法、澤田流治療を
ベースとした「水谷式灸療法」の説明とテクニックを動画で初公開さ
れました。竹筒を用いた独特の技法は、現地においても好評を得てお
られるそうです。また編集主幹を務める「北米東洋医学誌」は、海外で
の灸の認知に一役買っている冊子として紹介されました。

WEB講演：〈海外におけるお灸の普及〉

北米東洋医学誌 主幹
水谷潤治 先生

〈家庭医療学を駆使して“ヒトを診る”とどうなるか〉

口之津病院 総合診療科医師
寺澤佳洋 先生

〈シンポジウム〉
シンポジスト自身の質問から始まり、昨今の世情からくる心身の訴えの変化や、コロナの後遺
症問題などについて、各先生方の対応や意見を述べられました。寺澤先生や伴先生からは後遺
症に対する鍼灸の可能性、痛みの治療について鍼灸への期待が寄せられ、また「安心とは」をキ
ーワードに先生方の考えが語られました。

北辰会では「ヒトを診る」をいかに考えているかを４つの観点から
述べられ、「伝統医学としての診察・診断・治療を一貫して行うこ
と」が大切とされました。

スライドの撮影を許可するオープンなご講演。患者中心の医療について
主にご説明をいただきました。【か：解釈、き：期待、か：感情、え：影響】
は「かきかえ」と記憶し問診において必要な取り組みと示し、患者の健康
観が日々の臨床において気を付ける点と語られました。

〈鍼灸家が「ヒトを診る」ということ〉

北辰会 代表
藤本新風 先生

公開講座としてわかりやすく家庭医や総合診療などについてご講演をい
ただきました。「統合ヘルスケア」とは患者のための多職種による戦略方
法であり、専門家がチームとなり関わることは、さまざまな治療法のアプ
ローチが考えられます。それは患者にとって大変心強く、気持ちが救わ
れ、また安心感を得られるとのこと。これからの鍼灸師は広く医療連携が
取れるような知識も必要でしょう。

閉会式では長谷川栄一大会会長、児山俊浩大会実行委員長
があいさつを述べ、謝辞と共に実行委員へ労いの言葉をか
けられました。令和５年
（２０２３年）は１０月２
１日（土）～２２日（日）に
大阪府泉佐野市にて開催
予定です。

◆公開講座
〈多職種で人を診る「統合ヘルスケア」〉

名古屋大学大学院 医学系研究科
総合診療医学 客員研究員
伊藤京子 先生

◆閉会式

鍼灸学生を巻き込んだクイズ大会は学校単位ではなく、学校の垣根
をなくし見知らぬ学生同士がチームを作りクイズに臨む新しい企画
でした。会場の熱気が外まで感じるほどの異様な盛り上がりを見せ
たのは賞品が良かっただけではないは
ず？！（クイズ大会については、P.８青年部
の記事もご覧ください）

◆ワークショップ

日本鍼灸師会 青年委員会主催
〈鍼灸クイズ大会～つながろう、学生の輪！～〉

▲浮きもの通し対決
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【
お
わ
り
に
】

今
大
会
は
本
会
が
担
当
師
会
と
な
り
、
約
１
年
に
わ
た
り
準
備
し
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。な
に
し
ろ
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、テ
ー
マ
を
ど
う
す
る
か
、講
師
は
ど
な
た
に

す
る
か
、
会
場
は
駅
か
ら
近
い
ほ
う
が
い
い
か
と
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や
撮
影
は
誰

に
依
頼
す
る
の
か
、
懇
親
会
は
で
き
る
の
か
・
・
・
。さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
右
往
左
往

し
な
が
ら
、
実
行
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
を
責
任
も
っ
て
や
り
遂
げ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
出
展
企
業
様
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
皆
様
、各

学
校
関
係
の
皆
様
、
配
信
動
画
撮
影
、
編
集
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め

て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆その他

（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会　
会
員
各
位

第
17
回（
公
社
）日
本
鍼
灸
師
会
全
国
大
会
in
愛
知
へ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、全
国
大
会
も
盛
況
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 こ
れ
も
一
重
に
、会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
終
的
に
参
加
者
は
６
２
８
名
と
な
り
、当
初
目
標
の
３
５
０
名
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
多
く
の
先
生
方
か
ら
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
実

行
委
員（
愛
鍼
会
理
事
）一
同
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 会
場
で
い
た
だ
い
た
お
言
葉
を
何

点
か
記
し
て
み
ま
し
た
。

 「『
ヒ
ト
を
診
る
』と
い
う
事
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」 

「
講
師
の
先
生
方
が
素
晴
ら
し
く
、学
術
大
会
の
よ
う
で
し
た
ね
」 

「
青
年
部
の
ク
イ
ズ
大
会
が
若
者
ら
し
い
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、見
て
い
て
元
気
が
も
ら
え
た
」 

「
ク
イ
ズ
大
会
へ
は
、
学
校
か
ら
依
頼
さ
れ
、
あ
ま
り
気
乗
り
が
し
な
い
ま
ま
参
加
し
た
の
で
す

が
、と
て
も
楽
し
く
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」 

「
ク
イ
ズ
大
会
に
参
加
し
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
是
非
ま
た
企
画
し
て
欲
し
い
」 

「
臨
床
心
理
士
の
先
生
の
演
技
力
が
凄
く
、よ
く
理
解
出
来
ま
し
た
」 

「
船
水
先
生
の
講
演
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
け
ど
、人
が
多
く
て
立
っ
て
み
て
ま
し
た
」 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
け
ど
、座
長（
長
谷
川
）が
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
」と
も
言
わ
れ
ま

し
た
が
、シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
先
生
か
ら
は「
長
谷
川
先
生
が
座
長
で
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
」 と
い
う

お
言
葉
を
い
た
だ
き
安
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、出
展
企
業
の
代
表
者
の
方
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
、企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お

見
え
に
な
り
、展
示
業
者
は
皆
大
変
感
謝
し
て
い
ま
し
た
」と
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

準
備
は
大
変
で
し
た
が
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
た
め
、大
き
な
問
題

も
な
く
楽
し
く
過
ご
せ
た
２
日
間
で
し
た
。 閉
会
後
、い
ろ
ん
な
先
生
か
ら「
大
会
が
終
わ
る
と
緊

張
が
抜
け
て
一
度
に
疲
れ
が
出
る
か
ら
、
身
体
だ
け
は
気
を
付
け
て
ね
」と
気
遣
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、１
日
３
万
歩
は
歩
い
た
足
が
少
し
痛
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
疲
れ
も
感
じ
ず
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会　
会
長　
長
谷
川
栄
一

次
頁
で
は
全
国
大
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
感
想
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

そ
の
前
に
会
長
か
ら
会
員
の
皆
様
へ

改
め
て
感
謝
の
意
を
込
め
て
の
ご
挨
拶
で
す
。

スペシャルサンクス（撮影、オンライン配信、動画編集）
一般社団法人　日本臨床リカレント教育研究センター　理事長　銭田良博先生

株式会社ゼニタ　銭田治療院千種駅前　伊藤　雄先生
公益社団法人　日本鍼灸師会　業務執行理事　永島茂雄先生
千葉大学大学院　医学研究院　和漢診療学　渡邊悠紀先生

▲日本鍼灸師会ブース▲久しぶりの懇親会で歓談

▲大ホール、小ホールの企業展示にも多くの人がつめかけた
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ま
ず
は
皆
さ
ま
お
疲
れ
様
で
し
た
。役
員
に
始
ま
り
、

会
員
、県
内
外
の
先
生
方
、学
生
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
開
催
で
き
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま

す
。講
師
の
先
生
も
素
晴
ら
し
い
方
ば
か
り
で
充
実

し
た
二
日
間
で
し
た
。運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
、反

省
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
充
実
感
が
半
端
な
い
で

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ニ
ン
ゲ
ン
四
駆
）

鍼
灸
の
仕
事
は
真
剣
勝
負
で
す
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

（
オ
ノ
ダ
サ
ト
ル
）

ま
ず
は
、視
覚
障
害
者
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、抄

録
集
を
加
工
・
ご
提
供
い
た
だ
い
た
佐
合
先
生
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
、
私
が
印
象
に
残
っ
た
内
容
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

青
年
部
企
画
の「
鍼
灸
ク
イ
ズ
大
会
」、
た
く
さ
ん
ク

イ
ズ
を
考
え
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。学

生
時
代
に
習
っ
た
基
礎
的
な
こ
と
で
忘
れ
て
い
る
こ

と
も
多
く
、
復
習
で
き
ま
し
た
。ま
た
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
効

果
音
の
セ
ン
ス
も
よ
か
っ
た
！
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

首
藤
先
生
は「
鍼
で
内
臓
が
治
る
は
ず
が
な
い
」と
い

う
風
潮
を
打
破
し
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
で
、
90
才

の
今
日
ま
で
施
術
に
当
た
ら
れ
て
き
ま
し
た
。実
際

に
内
臓
疾
患
に
施
術
さ
れ
る
経
穴
も
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
何
度
も
ア
ー
カ
イ
ブ
を
戻
し
て
メ
モ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
近
は
実
際
に
会
場
で

受
講
し
て
も
、カ
メ
ラ
で
実
技
を
投
映
さ
れ
る
の
で
、

視
覚
障
害
者
は
ど
の
部
位
に
ど
ん
な
角
度
、
深
さ
で

刺
鍼
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
が
終

息
し
た
ら
、首
藤
先
生
の
超
旋
刺
、船
水
先
生
の
て
い

鍼
を
実
体
験
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
危
機
管
理
委
員
会
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
折
鍼
事
故
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。鍼
の
頻
回
使
用
や
旋
撚
術
に
よ
り
、ス
テ
ン
レ

ス
鍼
で
も
折
鍼
は
起
こ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。災
害

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、職
業
感
染
対
策
と
し
て
、コ
ロ
ナ

の
予
防
接
種
だ
け
で
な
く
、
破
傷
風
の
注
射
も
必
要

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
か
ら
の
施
術
支
援
も
大
切
だ
が
、被
災
地

域
の
同
業
者
の
支
援
、
地
域
で
守
っ
て
き
た
鍼
灸
を

提
供
し
て
伝
統
医
療
の
火
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
、と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。滋
賀

と
京
都
で
の
活
動
報
告
の
中
で
、
同
業
者
に
視
覚
障

害
者
も
い
る
の
で
、
災
害
弱
者
と
し
て
の
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
第
２
回
か
ら
受
講
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
の「
災
害
弱
者
」の
セ
ミ
ナ
ー
は
申

込
を
失
念
し
て
い
て
受
講
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。日

鍼
会
の
全
国
大
会
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
災
害
鍼
灸
を

取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ヒ
ト
を
診
る
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
寺
澤
先
生

の「
ド
ア
ノ
ブ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」が
最
も
印
象
的
で
し

た
。次
の
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き

は
、な
か
な
か「
今
日
の
治
療
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す

が
、他
に
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
お

伺
い
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、私
た
ち
は

痛
み
が
８
か
ら
３
ま
で
低
下
す
れ
ば
満
足
と
考
え
て

い
て
も
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、他
に
起
き
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
差
し
支
え
が
あ
る
状
態
が
残
っ
て
い

る
と
満
足
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ま

で
考
え
て
、
お
帰
り
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、伴
先
生
が「
後
遺
症
の
七
・
八

割
は
自
然
に
治
る
が
期
間
の
見
通
し
が
た
た
ず
、
自

分
だ
け
よ
く
な
ら
な
い
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る

患
者
さ
ん
に
ど
う
対
応
す
る
か
」
と
い
う
問
題
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
馬
場
先
生
は「
コ
ロ

ナ
に
対
し
て
も
鍼
を
す
る
と
安
心
感
を
得
ら
れ
る
。

鍼
灸
院
に
来
る
こ
と
そ
の
も
の
が
怖
い
と
い
う
患
者

さ
ん
が
い
る
の
で
、
治
療
室
、
ト
イ
レ
を
清
潔
に
保

ち
、デ
ィ
ス
ポ
鍼
を
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。寺
澤
先
生
は「
周
り
で
コ
ロ
ナ

に
か
か
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
問
い
か

け
る
こ
と
で
不
安
を
和
ら
げ
ら
れ
る
。ま
た「
鍼
で
治

る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
」と
話
し
て
み
る
。コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
別
の

病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。線
維
筋
痛
症
の

痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
コ
ロ
ナ
が
似
て
い
る
の
で
、

漢
方
や
鍼
灸
が
見
直
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、愛
知
県
鍼
灸
師
会
の
役
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
、
周
到
な
準
備
・
運
営
に
よ
り
全
国
大
会

が
成
功
裏
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
平
瀬　
徹
）

今
大
会
で
は
、
青
年
部
企
画
の
鍼
灸
ク
イ
ズ
大
会
の

運
営
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 初
め

て
の
企
画
だ
っ
た
た
め
、
全
て
を
一
か
ら
作
り
上
げ

る
と
い
う
点
が
大
変
で
し
た
。 個
人
的
に
は
、
夜
に

子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
て
（
自
分
も
寝
て
し
ま
う
の

で
）
ア
ラ
ー
ム
を
掛
け
、 布
団
か
ら
這
い
出
し
て
は

夜
中
の
作
業
・
会
議
へ
の
出
席
、
と
い
っ
た
日
々
が

辛
く
、も
う
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
。 し
か
し
、

大
会
は
思
っ
た
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
方
か

ら
賛
辞
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
報
わ
れ

ま
し
た
。 何
よ
り
も
、
参
加
学
生
さ
ん
が
活
き
活
き

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
や
っ
て

良
か
っ
た
！
と
の
思
い
で
す
。 青
年
部
６
名
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
て
自
然
と
チ
ー

ム
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
驚
き
と
喜
び
で

し
た
。 参
加
学
生
さ
ん
や
教
員
の
方
々
、
日
本
鍼
灸

師
会
青
年
委
員
、愛
鍼
会
理
事
、協
賛
企
業
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、観
客
と
し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
方
々
、皆

様
の
支
え
あ
っ
て
の
感
謝
感
謝
の
大
会
で
し
た
。

（
井
上
祥
子
）

第
17
回
公
益
社
団
法
人
日
本
鍼
灸
師
会
全
国
大
会
ｉ

ｎ
愛
知
の
大
会
の
テ
ー
マ「
ヒ
ト
を
診
る
」東
西
両
医

学
の
先
生
方
の
お
話
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。病
院
と
鍼
灸
院
、医
師
と
鍼
灸
師
を
つ
な
ぐ
仕

組
み
づ
く
り
は
、患
者
、鍼
灸
師
、医
師
、日
本
の
為
に

も
必
要
で
、
問
診
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
の
多
い
鍼

灸
治
療
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
マ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ニ
ー
医
師

の
、
家
庭
医
療
学
を
駆
使
し
て
患
者
さ
ん
を
診
る
こ

と
が
で
き
る
取
り
組
み
と
同
じ
だ
と
感
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ま
し
た
。

患
者
さ
ん
を
前
に
、
こ
れ
か
ら
の
診
療
で
意
識
で
き

る
こ
と
を
、
寺
澤
佳
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先
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え
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い
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き
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た
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か
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か
え
」解
釈
、期
待
、感
情
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ず
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の
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と
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と
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診
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で
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た
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り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
足
立
和
香
奈
）

全
国
大
会
　
感
想
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■劇的勝利で日本中が歓喜に包ま
れた、日本 vs スペイン戦から一夜
明けた１２月３日。 第１７回 ( 公
社 ) 日本鍼灸師会 全国大会が愛知
県で初開催されました。 そんな中、
サッカー W 杯に負けない盛り上が
りをみせた ｢鍼灸クイズ大会～つ
ながろう学生の輪！」はご覧になり
ましたか？
私たち ( 一社 ) 愛知県鍼灸師会青
年部は、「学生を集めてクイズ大会
をやろう！」という目標を立てて、
２０２１年の１２月から密かに準
備してきました。
「２０２２年１２月に愛知県で全国
大会があるんだけど、 なんかやっ
てみない？」
　そんな長谷川会長からのありが
たい無茶振り ( ！？ ) もあり、クイ
ズ大会の原案が通ったのは２０２
２年の２月頃。
「まだ１０ヶ月もあるし余裕っしょ
ww」
ゆるゆるとした青年部メンバーを
よそに、 季節は春から夏へと移
り・・・ みんなのエンジンがかかっ
てきたのが ８月ぐらいだったので
した。

■開催までの道のり。
　たびたびｚｏｏｍ会議を重ね、タ
スクを消化していく作業。 「クイズ
大会」と聞くとイメージ しやすい
ですが、開催には膨大な 準備と時
間が必要でした。 問題作成、会場の
配置、備品準備、 各学校とのアポ
( 一番大変だった！！ ) 会議は深夜
に及ぶことも・・・ それでも青年
部メンバー、 文化祭のワクワクを
思い出しつつ、 童心に返り、楽しみ
ながら準備できました。
  
■聞いたことない、見たことない、
新たな企画。
 「鍼灸クイズ大会～つながろう、学

鍼
灸
学
生
さ
ん
を
集
め
て

ク
イ
ズ
大
会
や
っ
て
み
た
ら
、

予
想
以
上
に
盛
り
上
が
っ
ち
ゃ
っ
た
件
。

生の輪！～」 クイズに答えて、豪華
景品をゲット！！ それだけでも十
分盛り上がりそうなこの企画。
でもせっかく全国大会に来たんだ
から、「学生同士つながりをつくろ
う！」というのが裏テーマ。
　学校の垣根をとっぱらい、 全員
シャッフルして５チームつくると
いうアイディア。 当初いろいろなと
ころから意見がありました。 しか
し、最終的にこれが大成功。
各チームには、日鍼会青年委員会の
皆さまもサポートで配置。
学生さんの緊張をほぐしつつ、
和ませてくれていました。
　予算２０万円をほぼ景品にぶち
込むという、 クレイジーなアイディ
アも功を奏し、 クイズ大会は大盛り
上がりに終わりました。
「このチームで良かったです !」
「景品の使い道、楽しみです !」
学生さんからの率直なコメントは、
これまでの努力が報われた瞬間で
した。

■運営スタッフのご紹介とお礼。
　ＭＣを努めたのは、リーダー谷崎
綾先生と下地大地先生。
谷崎先生の張りのある声が会場を
活気づけ、 下地先生のナイスなボケ
が緊張をゆるめてくれました。 難し
い問題作成を一手に引き受けたの
は、毛利陽介先生。 今大会、影のＭＶ
Ｐといってもいいかもしれません。 
　半藤かな先生はわかりやすいス
ライドを作成してくださいました。
( センスがすごい！！ ) 井上祥子先
生はいわば総務役。つねに全体を把
握して、情報伝達やスケジューリン
グなど 細かな配慮をしてくました。 

　また、各校の先生方、学生スタッ
フの皆さま、青年委員の皆さま、銭
田良博先生、伊藤雄 先生、村田傳宏
先生、運営に携わってくださったす
べての方々に深く感謝申し上げま
す。
「ひとりひとりが主役になって楽し
いことをしよう！」
　当初のゆるいテーマが形となり、
みなさんの思い出になれたことが
嬉しいです。 だれひとり欠けていて
も成功しなかったでしょう、みんな
が主役でした。 本当にありがとうご
ざいました！ブラボーー！！

青年部　長岡哲輝
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◀配信は事務局にて
おこなわれた

▶終始にこやかで
わかりやすい
伊藤先生の講義

◀東洋医学コーナーは和室に
設置され、たくさんの来場者で
にぎわった

▶ボランティア活動を
された皆さん

り
、
要
約
す
る
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
触
れ
る
技
術
と
鍼
の
操
作
技
術
が
必
要　

②
こ
の
２
つ
の
技
術
は
手
の
体
操
に
よ
っ
て
高
め
ら

れ
る　

③
触
れ
る
技
術
を
身
に
付
け
る
と
、
臨
床
家
は
マ
ン

ネ
リ
が
な
く
な
り
、
研
究
者
は
研
究
に
新
し
い
視
点

が
生
ま
れ
る

■
触
れ
る
技
術
を
高
め
る
に
は
、
皮
膚
表
面
か
ら
皮

下
へ
の
触
れ
方「
し
っ
と
り
、ぴ
っ
た
り
、や
さ
し
く
、

や
わ
ら
か
く
」
そ
し
て
丁
寧
に
、
詳
し
く
。
６
つ
の

頭
文
字
を
と
っ
て
、Ｓ
Ｐ
Ｙ
Ｙ
＋
Ｔ
Ｋ
が
大
切
。

こ
れ
が
第
１
回
目
の
復
習
で
あ
り
、
診
察
場
面
で
の

手
の
触
れ
る
技
術
で
す
。
で
も
、
こ
の
技
術
の
習
得

は
相
当
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

■
治
療
場
面
で
も
触
れ
る
技
術
が
必
要
で
す
が
、
も

ち
ろ
ん
鍼
の
操
作
技
術
も
必
要
で
あ
り
、
皮
膚
表
面

か
ら
の
治
療
ポ
イ
ン
ト
、
角
度
、
深
さ
、
刺
激
の
質

と
量
が
鍼
灸
治
療
の
４
要
素
と
な
り
ま
す
。
鍼
灸
臨

床
で
は
身
体
、
特
に
手
指
を
中
心
と
し
た
「
触
覚
を

高
め
る
」
こ
と
と
「
巧
緻
性
を
高
め
る
」
こ
と
で
今

よ
り
も
「
治
せ
る
」
可
能
性
が
高
ま
る
、
と
学
び
ま

し
た
。

り
、
要
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る
と
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う
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う
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と
に
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り
ま
す
。
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③
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つ
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字
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て
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Ｔ
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。

こ
れ
が
第
１
回
目
の
復
習
で
あ
り
、
診
察
場
面
で
の

手
の
触
れ
る
技
術
で
す
。
で
も
、
こ
の
技
術
の
習
得

は
相
当
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

■
治
療
場
面
で
も
触
れ
る
技
術
が
必
要
で
す
が
、
も

ち
ろ
ん
鍼
の
操
作
技
術
も
必
要
で
あ
り
、
皮
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表
面

か
ら
の
治
療
ポ
イ
ン
ト
、
角
度
、
深
さ
、
刺
激
の
質

と
量
が
鍼
灸
治
療
の
４
要
素
と
な
り
ま
す
。
鍼
灸
臨

床
で
は
身
体
、
特
に
手
指
を
中
心
と
し
た
「
触
覚
を

高
め
る
」
こ
と
と
「
巧
緻
性
を
高
め
る
」
こ
と
で
今

よ
り
も
「
治
せ
る
」
可
能
性
が
高
ま
る
、
と
学
び
ま

し
た
。

で
は
、
技
術
を
磨
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？
と
い
う
実
技
編
が
圧
巻
で
し
た
。
手
の
体

操
に
よ
っ
て
鍼
の
操
作
技
術
の
巧
緻
性
を
高
め
る

た
め
の

①
手
の
回
内
回
外
運
動

②
親
指
の
回
転
運
動

③
両
手
の
グ
ー
パ
ー
運
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
難
し

く
真
似
る
の
が
大
変
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
３
か
月

続
け
れ
ば
鍼
の
操
作
技
術
が
上
達
す
る
そ
う
で
す

よ
。

■
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
話
し
く
だ
さ
り
、
素

晴
ら
し
い
手
の
体
操
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤

和
真
先
生
お
よ
び
、
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
企
画
、

運
営
く
だ
さ
っ
た
（
一
社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会
の

諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
藤
先
生
に
は
令
和
５
年
３
月
19
日
（
日
）
に
「
ど

う
し
た
ら
治
せ
る
の
か
３
」
で
、「
頭
」
の
内
容
、

診
断
や
治
療
方
針
の
た
め
の
鍼
灸
治
療
の
理
論
を

講
義
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
楽
し
み
で

す
ね
！

　
会
員　
石
川
佳
子

　
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り
に

　
参
加
し
て

■
令
和
４
年
10
月
30

日
（
日
）
に
愛
西
市

文
化
会
館
に
て
３
年

ぶ
り
に
東
洋
医
学
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
来

場
者
に
対
し
て
小
児

は
り
、
お
灸
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
て
２
年
間
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
、
来
場
者
数
も
読
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ず
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
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磨
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り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
る
た
め
感
染
対
策
に
は

で
は
、
技
術
を
磨
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？
と
い
う
実
技
編
が
圧
巻
で
し
た
。
手
の
体

操
に
よ
っ
て
鍼
の
操
作
技
術
の
巧
緻
性
を
高
め
る

た
め
の

①
手
の
回
内
回
外
運
動

②
親
指
の
回
転
運
動

③
両
手
の
グ
ー
パ
ー
運
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
難
し

く
真
似
る
の
が
大
変
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
３
か
月

続
け
れ
ば
鍼
の
操
作
技
術
が
上
達
す
る
そ
う
で
す

よ
。

■
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
話
し
く
だ
さ
り
、
素

晴
ら
し
い
手
の
体
操
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤

和
真
先
生
お
よ
び
、
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
企
画
、

運
営
く
だ
さ
っ
た
（
一
社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会
の

諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
藤
先
生
に
は
令
和
５
年
３
月
19
日
（
日
）
に
「
ど

う
し
た
ら
治
せ
る
の
か
３
」
で
、「
頭
」
の
内
容
、

診
断
や
治
療
方
針
の
た
め
の
鍼
灸
治
療
の
理
論
を

講
義
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
楽
し
み
で

す
ね
！

　
会
員　
石
川
佳
子

　
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り
に

　
参
加
し
て

■
令
和
４
年
10
月
30

日
（
日
）
に
愛
西
市

文
化
会
館
に
て
３
年

ぶ
り
に
東
洋
医
学
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
来

場
者
に
対
し
て
小
児

は
り
、
お
灸
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
て
２
年
間
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
、
来
場
者
数
も
読
め
ず
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
る
た
め
感
染
対
策
に
は

気
を
配
り
開
催
し
ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た
半
数
近

く
の
方
が
鍼
灸
未
経
験
で
あ
っ
た
り
、
健
康
不
安

を
抱
え
て
い
た
り
、
と
い
う
感
じ
で
興
味
を
持
た

れ
て
鍼
灸
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
中

和
医
療
専
門
学
校
の
学
生
に
も
手
伝
い
を
依
頼
し
、

現
場
の
先
生
の
対
応
や
施
術
の
仕
方
な
ど
も
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
鍼
灸
に
興
味
が
あ
る
け
ど
不
安

を
持
た
れ
て
い
る
方
、
ど
こ
の
鍼
灸
院
に
行
け
ば

良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方
な
ど
が
い
ら
し
て
、
今

後
も
経
験
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
体
な
ど
を
通
じ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
我
々
の
活
躍
が
出
来
る
場
も
増
え
る
と
感

じ
ま
し
た
。

今
回
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
企
業
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

備
品
提
供
：
セ
イ
リ
ン
㈱
、
西
尾
衛
生
材
料
㈱
、

㈱
山
正
（
敬
称
略
）女

性
部　
部
長　
石
井
美
恵
子

第
９
回  

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

第
71
回　
学
術
講
習
会

２
０
２
２
年
10
月
16
日　

　「
ど
う
し
た
ら
治
せ
る
の
か
２
」

　
講
義  「
鍼
灸
師
の
身
体
技
法

　
　
　
　
　
　
ー
鍼
灸
師
の
技
術
論
ー
」

　
実
技  「
鍼
灸
師
の
手
の
体
操
」

講
師
：
伊
藤
和
真
先
生
（
鍼
灸
研
修
会
・

知
足
代
表 

／
鍼
灸
治
療
院　
鶴
舞
社
中

院
長
）

■
10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
伊
藤
和
真
先
生
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

ハ
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、
第
１
回
目
の
講
習
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
私
が
、
こ
の
よ
う
な
感
想
文
を

お
引
き
受
け
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
と
迷
い
ま
し

た
が
、
伊
藤
先
生
は
今
回
の
講
習
の
中
で
第
１
回
目

の
復
習
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
言
い

訳
は
通
用
し
な
く
な
り
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

■
京
都
で
数
年
間
、
名
古
屋
で
30
数
年
間
、
鍼
灸
治

療
を
生
業
に
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
先
生
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
た
「
ど
う
し
た
ら
、
今
よ
り
治
せ
る
よ

う
に
な
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
は
あ
る
意
味

で
、
い
い
衝
撃
と
な
り
ま
し
た
。

日
常
的
に
様
々
な
患
者
様
に
対
応
し
、
満
足
い
た
だ

け
る
時
も
あ
れ
ば
、
ウ
ー
ン
と
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
ら
で
す
。
本
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ

り
、
要
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す
る
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こ
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な
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す
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③
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付
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触
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膚
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触
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＋
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。
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活動報告

●
地
域
ケ
ア
推
進
委
員
会
W
E
B

研
修
会
に
出
席
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
私
は
現
在
、
在
宅
治
療
と
医
療
機
関
に
お
け

る
機
能
訓
練
指
導
員
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
10
月
30
日
に
日
本
鍼
灸
師
会
の

地
域
ケ
ア
推
進
委
員
会
会
議
に
出
席
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
今
回
の
委
員
会
で
は
、
地
域
ケ
ア
の
概
略
と

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
日
鍼
会
地
域
ケ
ア

推
進
委
員
会
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
政
府

は
近
い
将
来
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
高
齢
者
の
増
加

に
対
し
、地
域
ケ
ア
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
域
ケ
ア
対
策
と
は
、
高
齢
者
の
医
療・介
護・

福
祉
・
住
ま
い
等
を
地
域
で
ケ
ア
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
地
域
ケ
ア
の
連
携
の
輪
に
「
我
々
鍼
灸
師

も
会
と
し
て
積
極
的
に
参
入
を
表
明
し
、
鍼
灸

の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
事
で
し
た
。

■
特
に
医
師・看
護
師・ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

福
祉
施
設
管
理
者
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
主
導
の
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
重
要
性
の
高

い
方
法
論
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
業
種
か
ら
の
訪
問
施
術
の
参
入
も
日
々
増

加
、
加
速
し
て
お
り
、
個
人
の
努
力
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

会
と
し
て
組
織
的
に
取
り
組
み
、
鍼
灸
師
が
で

き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
個
人
と
し
て
は
地
域
に
密
着

し
た
鍼
灸
院
と
な
り
、
機
能
訓
練
を
通
し
て
地

域
貢
献
を
す
る
こ
と
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
を

一
層
強
く
さ
せ
る
会
議
で
し
た
。会

員　
浅
野
清
治

●
令
和
4
年
度　
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席
し
て

■
令
和
4
年
度
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、

令
和
4
年
10
月
９
日
（
日
）
と
10
日
（
月
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。９
日
は
、

静
岡
県
浜
松
市
雄
踏
文
化
セ
ン
タ
ー
、
10
日
は

浜
松
商
工
会
議
所
と
場
所
を
変
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
長
谷
川
会
長
、
山
田

副
会
長
と
池
田
の
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
本

会
議
へ
の
参
加
者
は
合
計
27
名
で
し
た
。

■
師
会
長
会
議
の
終
了
後
、
午
後
1
時
30
分
よ

り
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
あ
る
石
川
県
鍼
灸

師
会
定
池
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、

開
催
担
当
師
会
で
あ
る
静
岡
県
鍼
灸
師
会
大
橋

会
長
が
議
長
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

■
出
席
者
の
自
己
紹
介
の
後
、（
公
社
）
日
本

鍼
灸
師
会
要
会
長
よ
り
、日
鍼
会
の
主
な
事
業
、

活
動
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
内
容
は
「
日
鍼
会
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に

向
け
た
他
団
体
と
の
協
力
、
鍼
灸
と
関
わ
り
の

あ
る
大
学
と
の
連
携
、
東
洋
療
法
試
験
財
団
と

の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
I
T
化
の
推
進
、
新
会
館
の
有

効
利
用
、
N
E
L
S
の
進
捗
状
況
、
鍼
灸
師
の

活
動
の
場
を
広
げ
る
活
動
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
前
に
出
さ
れ
て
い

た
日
本
鍼
灸
師
会
へ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
及

び
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
次
に
各
県
師
会
の
事
業
報
告
・
事
業
計
画
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲本会事務局では長谷川会長と廣畑保険部長が参加

最
後
に
愛
知
県
鍼
灸
師
会
よ
り
、
令
和
４
年
12

月
3
日
、
4
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
関

し
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
主
幹
で
あ
る
東
海

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
師
会
に
役
割
分
担
な
ど

の
協
力
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
日
目
は

こ
れ
を
も
っ
て
4
時
30
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
、
場
所
を
宿
泊
先
の
グ
ラ
ン
ド
エ

キ
シ
ブ
浜
名
湖
に
移
し
、
懇
親
会
及
び
二
次
会

が
開
催
さ
れ
、
各
県
の
先
生
方
と
の
親
睦
が
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

■
第
2
日
目
は
、
午
前
9
時
よ
り
会
議
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
各
県
師
会
よ
り
提

出
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
す
る
質
問
事
項
に
つ

い
て
、協
議
及
び
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
協
議
事
項
】

・
会
員
の
減
少　
新
入
会
員
の
獲
得
に
つ
い
て

・
災
害
救
援
活
動　
災
害
協
定　
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て

・
公
益
法
人
取
得
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
健
康
保
険
証
対
応
）、

電
子
申
請
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
鍼
灸
師
の
資
質
向
上　
医
師
か
ら
の
信
頼
、

連
携
の
仕
方
に
つ
い
て

・
他
業
種
と
の
連
携
に
つ
い
て

■
午
前
11
時
を
も
っ
て
二
日
間
に
わ
た
る
会
議

は
滞
り
な
く
終
わ
り
、
静
岡
県
鍼
灸
師
会
榎
田

副
会
長
の
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
、
次
年
度
開
催
県
の
富
山
県
鍼
灸
師
会

深
田
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
富
山
で
の
会
議

は
各
県
師
会
の
会
長
、
副
会
長
が
現
地
参
加
、

他
の
理
事
は
Wｅ
ｂ
で
の
参
加
と
決
ま
り
ま
し

た
。

総
務
部　
部
長　
　
池
田　
達
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活動報告

●
理
事
会
お
よ
び
全
国
大
会

会
議
報
告

2
0
2
2
年
7
月
24
日　
令
和
４
年
度

第
２
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）10
時
〜
12
時

出
席（
理
事
監
事
）12
名
／
委
任
出
席
３
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 

達

★
報
告
事
項
／
１
．代
議
員
総
会
に
つ
い
て（
長
谷
川
）／
２
．

長
野
県
針
灸
師
会
70
周
年
記
念
式
典
（
長
谷
川
）
／
３
．各
部

報
告　
□
学
術
部（
村
田
）伊
藤
和
真
先
生
学
術
講
習
会
に
つ

い
て　
□
広
報
部（
佐
合
）あ
い
し
ん
l
e
t
t
e
r
７
号
経

過
報
告　
□
組
織
部（
児
山
）組
織
部
報
告　
□
保
険
部（
廣

畑
）
保
険
講
習
会
報
告
・
今
回
の
変
更
点
の
概
要　
□
渉
外

部（
長
尾
）公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
の
件
・
議
案
／
愛
西
市
の
今
年
の
健

康
祭
り
に
つ
い
て
（
石
井
）
東
洋
医
学
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
参

加
、
賛
成
議
決
／
大
樹
生
命
保
険
に
つ
い
て（
児
山
）任
意
で

あ
る
が
加
入
を
お
す
す
め
す
る  

□
全
国
大
会
広
告
日
理
工

の
担
当
者
よ
り（
佐
合
）募
集
期
間
と
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て

提
案
賛
成
議
決　
□
会
長
表
彰
に
つ
い
て（
長
尾
）今
回
は
対

象
外
で
あ
る
と
の
こ
と　
□
各
師
会
と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て（
長
谷
川
）山
田
財
務
部
長
、
児
山
副
会
長
が
出
席
予
定

□
田
中
弁
護
士
相
談
に
つ
い
て（
長
谷
川
）設
立
年
月
日
に
つ

い
て

【
全
国
大
会
に
つ
い
て
】
１
．セ
イ
リ
ン
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
（
児
山
）
小
ホ
ー
ル
40
分
枠
で
開
催
／
２
．開

会
式
招
待
者
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）
連
絡
は
知
事
の
み
／
３
．

抄
録
挨
拶
依
頼
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）
長
谷
川
会
長
一
任 

／

４
．後
援
名
義
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）
愛
知
県
の
み                                  

５
．【
西
鉄
旅
行
】
全
国
大
会
の
件
／
参
加
登
録
申
込
フ
ォ
ー

ム
つ
い
て
（
佐
合
）
担
当
は
廣
畑
保
険
部
長
へ
変
更
す
る
／

６
．青
年
委
員
会
担
当
講
座
に
つ
い
て
（
谷
﨑
）
日
鍼
会
青
年

部
と
協
力
し
て
企
画
、学
生
参
加
型
に
／
７
．後
援
名
義
使
用

許
可
の
報
告
、
愛
知
県
鍼
灸
師
会
顧
問
の
抄
録
様
挨
拶
文
の

辞
退
に
つ
い
て（
長
谷
川
）審
議
議
決
済
み
／
８
．「
Ｃａ
ｒ
ｅ  

Ｓ
ｈｏ
ｗ  

Ｊａｐ
ａ
ｎ  

２
０
２
３
」
チ
ラ
シ
・
来
場
招
待

状
の
同
封
、会
場
設
置
に
つ
い
て（
児
山
）賛
成
議
決
／
９
．ブ

ロ
ッ
ク
の
担
当
部
署
に
つ
い
て（
長
谷
川
）検
討
し
各
ブ
ロ
ッ

ク
へ
依
頼
予
定
。今
後
は
5
名
の
執
行
委
員
で
進
め
る（
長
谷

川
、児
山
、山
田
、池
田
、村
田
、佐
合
）7
月
30
日
Ｗｅ
ｂ
会
議

を
行
う
。大
会
の
配
信
は
永
島
先
生
、
千
葉
大
学
渡
邉
先
生
、

銭
田
先
生
と
相
談
／
10
．大
会
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
ポ

ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
予
定

2
0
2
2
年
8
月
25
日　
令
和
４
年
度

第
３
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）　
21
時
〜
23
時

出
席（
理
事
監
事
）10
名
／
委
任
出
席
４
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 

達

★
議
案 【
全
国
大
会
の
件
】

１
．受
付
の
担
当
責
任
者
と
ス
タ
ッ
フ
備
品
に
つ
い
て
／
２
．

会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
と
備
品
、ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
／
３
．休
憩

ス
ペ
ー
ス
の
備
品
と
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
／
４
．危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
／
５
．担
当
者
一
覧
表
／
６
．会
場
付
近
図
／

７
．運
営
内
容
に
つ
い
て（
各
ス
タ
ッ
フ
の
す
る
事
）／
８
．備

品
リ
ス
ト
（
一
覧
表
）
／
９
．全
国
大
会
の
道
順
案
内
用
看
板

／
10
．注
意
事
項
に
つ
い
て
／
11
．会
場
避
難
通
路
の
案
内
／

12
．役
員
一
覧
表
／
13
．タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
／
14
．開
会
式
出

席
者
に
つ
い
て
／
15
．抄
録
用
挨
拶
文
の
経
過
／
16
．講
師
抄

録
用
原
稿
の
経
過
／
17
．Ｗ
Ｅ
Ｂ
担
当
者
会
議
の
報
告

※
す
べ
て
全
国
大
会
に
関
す
る
検
討
課
題
で
し
た
。イ
ン
カ

ム
の
使
用
、W
e
b
配
信
担
当
、企
業
出
展
、青
年
部
企
画
、ポ

ス
タ
ー
や
参
加
費
、抄
録
の
進
捗
状
況
、本
会
H
P
で
の
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
検
討
協
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

2
0
2
2
年
10
月
2
日　
令
和
４
年
度

第
４
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）13
時
〜
17
時

出
席（
理
事
監
事
）11
名
／
委
任
出
席
３
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 

達

★
報
告
事
項  

１
．女
性
部
会
報
告（
石
井
）愛
西
市
健
康
祭
り

報
告
／
２
．中
部
大
学
報
告
（
長
谷
川
）
中
部
大
学
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｃ

「
鍼
灸
・
漢
方
」講
演
／
３
．同
意
医
師
の
紹
介
に
つ
い
て（
長

谷
川
）
会
員
か
ら
同
意
医
師
の
紹
介
依
頼
が
あ
っ
た
が
困
難

と
回
答           

★
議
案
【
全
国
大
会
の
件
に
つ
い
て
】
１
．司
会
者
の
件
（
児

山
・
髙
橋
）学
生
と
深
谷
先
生
に
依
頼
／
２
．申
込
み
の
件（
廣

畑
）9
月
30
よ
り
申
し
込
み
開
始
し
た
／
３
．抄
録
に
つ
い
て

（
佐
合
）
抄
録
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
検
討
／
４
．祝
電
に
つ

い
て
ー
顧
問（
長
谷
川
）日
鍼
会
主
催
を
考
慮
し
て
依
頼
す
る

／
５
．W
E
B
担
当
者
会
議 （
児
山
）
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て

1
か
月
を
予
定
と
報
告
／
６
．学
生
申
込
に
つ
い
て （
廣
畑
）

学
生
団
体
参
加
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
決
議
／
７
．名
鍼
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）
連
絡
済
み
／
８
．各

師
会
へ
の
担
当
依
頼
（
役
務
分
担
）
担
当
者
を
お
お
よ
そ
決

定
、会
場
ま
で
の
案
内
法
検
討
、会
場
備
品
の
検
討

★
そ
の
他
／
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り（
石
井
）備
品
に
つ
い
て
西

尾
衛
生
材
料
様
に
依
頼

2
0
2
2
年
10
月
19
日　
令
和
４
年
度

第
5
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）21
時
〜
23
時

出
席（
理
事
監
事
）13
名
／
委
任
出
席
１
名
／
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

な
し
／
議
事
記
録
人
：
池
田 

達

★
議
案 【
全
国
大
会
】
１
．会
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
様
に

し
て
募
る
か
／
２
．手
当
を
ど
う
す
る
か
？
／
３
．懇
親
会
会

場
に
関
し
て
／
４
．愛
鍼
マ
会
の
不
参
加
に
つ
い
て
／
５
．中

和
の
不
参
加
に
つ
い
て
／
６
．各
会
場
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
仕

事
の
把
握
と
説
明
に
つ
い
て
／
７
．各
役
割
の
説
明
用
紙
と

朝
の
説
明
会
／
８
．当
日
朝
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
／
９
．7
時
、
理
事
の
全
員
集
合
に
つ
い
て
／
10
．西
鉄
旅

行
へ
の
苦
情
／
11
．小
ホ
ー
ル
の
業
者
展
示
と
講
演
会
場
の

配
置
に
つ
い
て
／
12
．機
材
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
／
13
．日

鍼
会
役
員
集
合
時
間
に
つ
い
て
／
14
．公
開
講
座
の
取
扱
に

つ
い
て
・
予
約
方
法
／
15
．開
会
式
式
辞
／
16
．役
割
分
担
に

つ
い
て
／
17
．高
杉
浩
司
医
師
の
件
／ 

18
．バ
ッ
ク
テ
ッ
ク
社

の
全
国
大
会
業
者
展
示
・
バ
ナ
ー
に
つ
い
て
／
19
．日
鍼
会

来
賓
者
、招
待
者
に
つ
い
て
／
20
．愛
鍼
会
顧
問
の
祝
電
に
つ

い
て
／
21
．著
作
権
に
つ
い
て

※
今
回
の
W
e
b
会
議
も
多
く
の
議
案
が
あ
り
ま
し
た
。配

信
担
当
の
方
へ
の
謝
礼
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
の

問
題
、小
ホ
ー
ル
の
展
示
と
講
演
の
仕
切
り
の
検
討
、備
品
の

確
認
、来
賓
招
待
者
の
確
認
、な
ど
な
ど
検
討
事
項
が
山
の
よ

う
に
あ
り
、
本
当
に
開
催
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な

る
ほ
ど
で
し
た
。

★
そ
の
他
／
あ
い
さ
い
さ
ん
祭
り
に
つ
い
て（
石
井
）参
加
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
認

※
定
例
理
事
会
以
外
に
も
下
記
の
よ
う
に
臨
時
会
議
や
下
見

を
重
ね
、全
国
大
会
の
準
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
に
全
国

大
会
一
色
に
染
ま
っ
た
半
年
間
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

・
8
月
23
日（
火
）

　
　
全
国
大
会
Ｗｅ
ｂ
関
連
臨
時
会
議（
Ｗｅ
ｂ
）

・
9
月
11
日（
日
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
会
議（
事
務
所
）

・
9
月
13
日（
火
）

　
　
全
国
大
会
Ｗｅ
ｂ
関
連
臨
時
会
議（
W
e
b
）

・
10
月
7
日（
金
）

　
　
全
国
大
会
Ｗｅ
ｂ
関
連
臨
時
会
議（
Ｗｅ
ｂ
）

・
10
月
11
日（
火
）

　
　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
下
見

・
10
月
16
日（
日
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
理
事
会（
事
務
所
）

・
10
月
29
日（
土
）

　
　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
最
終
打
ち
合
わ
せ

・
11
月
9
日（
水
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
理
事
会
第
5
回
定
例
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

・
11
月
12
日（
土
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
理
事
会（
事
務
所
）

・
11
月
21
日（
月
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

・
12
月
2
日（
金
）

　
　
全
国
大
会
臨
時
理
事
会（
事
務
所
）

▲９月 11 日   全国大会執行委員による臨時会議

▲10 月 16 日
銭田先生も加えて臨時会議

◀12 月 2日　
大会前日に永島先生、渡辺先生、
伊藤先生が加わり撮影と
オンライン配信のリハーサル　
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す
で
に
、
数
人
の
先
生
方
か
ら
ご
協
力
の
お
申

込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
協
力
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で

メ
ー
ル
、電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
２
０
２
３
年
度　
学
術
講
習
会
予
定

①
６
月
18
日
（
日
）

　
第
73
回　
学
術
講
習
会　
（
内
容
未
定
）

②
９
月
17
日
（
日
）

　
第
74
回　
学
術
講
習
会　
（
内
容
未
定
）

③
1
月
28
日
（
日
）

　
第
75
回　
学
術
講
習
会　
（
内
容
未
定
）

・
他
県
の
学
術
講
習
会
な
ど
は
日
本
鍼
灸
師
会

発
行
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

・
開
業
鍼
灸
師
の
方
に
は
鍼
灸
ネ
ッ
ト
へ
の
ご

登
録
も
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
細
は
日
鍼
会
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
て
ど
う
ぞ
！

●
全
国
大
会
i
n
愛
知

会
計
監
査
報
告

１
月
29
日
（
日
）
午
後
4
時
30
分
か
ら
午
後
6

時
00
ま
で
、
東
京
都
池
袋
の
「
と
し
ま
区
民
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
第
17
回
公
益
社
団
法
人

日
本
鍼
灸
師
会
全
国
大
会
in
愛
知
の
会
計
監
査

が
あ
り
ま
し
た
。

■（
一
社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会
か
ら
は
長
谷
川

大
会
会
長
と
児
山
大
会
実
行
委
員
長
、
大
会
財

務
担
当
の
山
田
の
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。（
公

社
）
日
本
鍼
灸
師
会
か
ら
は
要
会
長
、
中
村
副

会
長
、 安
田
副
会
長
、 南
副
会
長
、
寺
川
法
人

管
理
担
当
業
務
執
行
理
事
、
仲
野
監
事
、 浜
田

監
事
、
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
監
査
資
料
と
し

て
、「
決
算
報
告
書
」「
事
業
実
績
報
告
書
」「
参

加
者
別
一
覧
表
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
持
参
し
た
資

料
を
元
に
説
明
し
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
大
会（
12
月
3
日
〜
4
日
）が
終
わ
り
、

ほ
っ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
す
ぐ
に
会
計
監

査
の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
1
月
24
日

ま
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
が
あ
り
、
会
計
を
締
め

る
事
が
で
き
た
の
は
会
計
監
査
の
数
日
前
で
し

た
。
長
谷
川
会
長
、
事
務
の
小
川
さ
ん
と
最
終

確
認
を
し
な
が
ら
、決
算
書
が
完
成
し
た
の
は
、

会
計
監
査
の
前
日
で
し
た
。

■
昨
年
の
東
京
大
会
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で

の
開
催
で
し
た
の
で
、
参
加
者
数
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
予
想
の
倍
近
く
の
参
加
者
が
あ
り

う
れ
し
い
誤
算
で
し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
は
か
な

り
費
用
が
か
か
る
た
め
、
配
信
業
者
に
は
依
頼

せ
ず
、
配
信
技
術
の
あ
る
先
生
方
に
お
願
い
を

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
な
り
予
算
を
抑
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
千
葉
大
の
渡
辺
先
生
、
本

会
の
銭
田
先
生
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
赤
字
に

も
な
ら
ず
、
無
事
大
会
を
終
え
ら
れ
た
と
い
う

事
は
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜

物
と
、
実
行
委
員
一
同
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
財
務
担
当　
山
田
憲
治

●
お
知
ら
せ

・
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
愛
知

「
第
11
回
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
：
４
月
22
日
（
土
）

　
　

    

午
前
10
時
〜
12
時

場
所
：
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

本
会
は
こ
の
企
画
に
賛
同
し
、
毎
回
鍼
灸
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
予
定
で
す
。

　編 集 後 記
本会として初の担当となった全国大会。
撮影のためカメラ片手に会場を歩き回
り、久しぶりに足が攣りそうになりま
した。ただの運動不足か革靴のためな
のか？！その革靴も二日目の午前中に
はソールが力なくベロンと剥がれ、パ
タパタと音を立ててストライキ。まさ
かテープで巻かれてこき使われるとは、
夢にも思わなかったことでしょう。▼そ
んなこともありましたが、大会は大過
なく終えることができ、ホッとした師
走でした。しかし個人的には会報が完
成するまで、終わりが見えないようで
どうも落ち着かない。そして少々燃え

尽きたような
感覚もあり、遅々として会報誌の作業が進まず３月
の発刊となってしまいました。大部分が全国大会ネ
タで埋まっており、相変わらず文章が多く、読まず
にポイっと置かれそうな気もしますが、めげずに次
に向かいます。▼それなりの時間と労力を割いて、仕
事の合間に会報誌を作っていますが、何名の方が目
を通しておられるのか知りたいところ。保険研修会
の時に聞いてみようかなぁ、と思う今日この頃です。

▲よく働いてくれた
相棒の勇姿

ジ
ョ
ギ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

詳
細

鍼灸ネット

メルマガ登録

●
訂
正
に
つ
い
て

あ
い
し
ん
ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
７
号
に
お
い
て
左
記

の
よ
う
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
箇
所

Ｐ
９　
村
田
先
生
の
お
名
前

【
誤
】
村
田
守
弘
【
正
】
村
田
守
宏

Ｐ
10　
谷
﨑
先
生
の
お
名
前

【
誤
】
谷
崎　
綾
【
正
】
谷
﨑　
綾

■発行：（一社）愛知県鍼灸師会　〒451-0063 名古屋市西区押切 2-2-5　■発行者：長谷川栄一　■広報普及部：佐合基樹　寺井奈美恵　■印刷：株式会社プリントパック
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